
橋梁設計の手引き改定対照表 
第 6 章 上下部接続部、付属物等 5.2 防水層 

5.2.1 一般 掲載貢 6-57 
 

新 旧 
 

 

 

 

 



橋梁設計の手引き改定対照表 
第 6 章 上下部接続部、付属物等 5.2 防水層 

5.2.2 防水工材料の選定 掲載貢 6-57 
 

新 旧 
 

 

 

 

 



橋梁設計の手引き改定対照表 
第 6 章 上下部接続部、付属物等 5.2 防水層 

5.3 橋面（歩道部）の構造 掲載貢 6-58 
 

新 旧 
 

 

 

 

 



橋梁設計の手引き改定対照表 
第 9 章 橋梁保全 5. コンクリート構造物の補修・補強 
5.3 コンクリート構造物の補修 掲載貢 9-103 

 
新 旧 

 
表 5.3.2 ひび割れ注入材の選定 

（コンクリートのひび割れ調査 補修・補強指針-2022-,解説表-6.3.1, 

日本コンクリート工学協会を基に作成） 

ひび割れ 

進行度区分 

ひび割れ幅

（mm） 

ひび割れ部の処理 
被  覆 

注  入 充  填 

ひび割れが 

進行している 

0.2～5.0 
エポキシ樹脂 

注入材 ３種 
― 

柔軟形厚膜被覆 

5.0＜ ― シーラント 

ひび割れの 

進行がとまった 

0.2～5.0 

エポキシ樹脂 

注入材 ２種 
― 柔軟形被覆 

エポキシ樹脂 

注入材 １種 
― 硬質形被覆 

5.0＜ 
― シーラント 柔軟形被覆 

― ポリマーセメント 硬質形被覆 
 

 
表 5.3.2 ひび割れ注入材の選定 

（コンクリートのひび割れ調査 補修・補強指針-2013-,解説表-6.3.1, 

H25.8,日本コンクリート工学協会を基に作成） 

ひび割れ 

進行度区分 

ひび割れ幅

（mm） 

ひび割れ部の処理 
被  覆 

注  入 充  填 

ひび割れが 

進行している 

0.2～0.5 
エポキシ樹脂 

注入材 ３種 
― 

柔軟形厚膜被覆 

5.0 以上 ― シーラント 

ひび割れの 

進行がとまった 

0.2～0.5 

エポキシ樹脂 

注入材 ２種 
― 柔軟形被覆 

エポキシ樹脂 

注入材 １種 
― 硬質形被覆 

5.0 以上 
― シーラント 柔軟形被覆 

― ポリマーセメント 硬質形被覆 

 

 

 
 
 



橋梁設計の手引き改定対照表 
第 9 章 橋梁保全 5. コンクリート構造物の補修・補強 
5.3 コンクリート構造物の補修 掲載貢 9-104 

 
新 旧 

 
鉄筋が腐食している場合は図 5.3.6 のようにはつって劣化部分を除去する。 

 

 
図 5.3.6 鉄筋が腐食している場合のはつり範囲の例 

 

 
鉄筋が腐食している場合は図 5.3.6 のようにはつって劣化部分を除去する。 

 
図 5.3.6 鉄筋が腐食している場合のはつり範囲の例 

 

 
 

ただし、鉄筋背面まではつることにより、設計時の想定どおり鉄

筋とコンクリートの付着力が確保できなくなる恐れもあること

から、鉄筋の腐食状況に応じてはつる範囲を検討する。 


